
『第１５回周年記念益田翔陽高等学校関西支部同窓会』開催 

去る令和７年９月７日（日曜） 『ホテルヴィスキオ尼崎』（兵庫県尼崎市潮江１丁目４番１号）において 

午前１１時から益田翔陽高等学校同窓会関西支部第１５周年記念が開催されました。 

益田からは、翔陽高等学校山岡二三男校長、同窓会旧顧問であり関西支部発起人の田原修氏、 

本会から大畑会長、安達副会長、岡﨑寛副会長、田原副会長が参加いたしました。 

関西支部役員の皆様の多大なご尽力のおかげで、総勢４６名の方が参加され、皆様の笑顔が一堂に会し旧交を

温める大変実りの多いひとときでした。心より感謝申し上げます。 

ご挨拶、会場の各種催しの盛り上がりを写真と共にご報告いたします。 

１． 開会の辞 総合司会                    

 元 岡 誠 裕 氏                 在校生の様々な様子をスクリーンで流して下さいました 

 

２．物故者への黙祷  

３． 関西支部長挨拶 

 島根県立益田翔陽高等学校同窓会関西支部長 

      檜  谷  進 氏 

  

４． 来賓紹介 

５． 来賓挨拶 

島根県立益田翔陽高等学校同窓会本部会長                           

       大 畑 正 一 

今回の同窓会は、2年後の開催も危ぶまれる中で、役員会を重ねてようやく

実現できました。こうして皆さんと再会できて、本当に嬉しく思います。私たちを

繋ぐのは、母校のシンボルである翔陽樹です。私たちは皆、この原木から分か

れた枝葉であり、DNA で繋がっている仲間です。高校 3年間、太く強い根で

固く結ばれた、紛れもない同志です。同窓会は、まさにこの同志が集まる場所

です。私たちのシンボルである翔陽樹の葉は決して枯れることはありません。18

歳まで益田で共に過ごし、その後日本各地に散らばりましたが、私たちの心に

は今も翔陽魂が残っていると信じています。翔陽樹の原木が永遠に不滅であ

るように、この精神を胸に、これからもそれぞれの場所で根を張り、力強く生き

ていってほしいと願っています。今日は久しぶりに益田弁が飛び交う、賑やかで

楽しいひとときを過ごしましょう。どうぞ、最後までごゆっくりお楽しみください。 

三年間、同じ釜の飯を食ったという紛れもない事実が、私たちを強く

結びつけています。この絆こそが、私たちの原点です。翔陽樹の原木

が永遠に不滅であるように、この精神を胸に、これからもそれぞれの場

所で根を張り、力強く生きていってほしいと願っています。 

 

 

コロナ禍が落ち着き、一昨年より本部総会が再開され、昨年は関東支部総会

にも参加させていただきました。残念ながら本日は関東支部の方々のご参加は

叶いませんでしたが、関西支部の 15周年をお慶びくださっていることでしょう。

母校「翔陽高校」は平成 18年の合併から今年で 20周年を迎えることになり

来年 5月 8日には記念事業の開催が予定されております。是非ご期待くださ

い。旧産高、旧県工続く歴史を合わせると、卒業生は約 2万 6千人にも上り

ます。関西、関東地区をはじめ、全国に多くの卒業生がいらっしゃいますが、コミ

ュニケーションを取ることが難しい現状です。今後も一人でも多くの同窓生に支

部活動に参加していただけるよう本部一同努力してまいりますので、皆様方の

お力添えをいただけますようお願い申し上げます。 

 



島根県立益田翔陽高等学校  

  校長 山 岡 二 三 男               

  

 

６． 懇親会 

① 乾杯の挨拶 島根県立益田翔陽高等学校同窓会旧顧問、関西支部発起人 

田 原  修 氏 

 

② 催しイベント 

益田市在住のシャンション歌手 柳 井 沙 羅 氏のステージ 

アンコールを含め８曲を披露して下さいました！ 

益田では、あけぼの東町にあります『ぎゃらりーうつわ』で歌っています。 

 

                      歓談の様子 

同窓会関西支部 15周年記念総会、おめでとうございます。在校生の映像を

ご覧いただいた後、学校を代表して同窓会の皆様に長年のご支援に心より感

謝申し上げます。来年度益田翔陽高校は創立 20周年を迎えます。来年度

は記念式典や講演会をはじめ、様々な記念事業を計画しています。これに合

わせて、体育祭や翔陽祭など、同窓生の皆様にも楽しんでいただける企画を

検討中です。記念事業の詳細は 20周年特別サイトで随時お知らせしますの

で、ぜひご覧ください。また、少子化により在校生が減少傾向にあります。学校

だけでなく同窓生の皆様にも、志願者が増えるためのアイデアや、翔陽高校の

魅力をさらに高めるためのご支援をお願いいたします。 

 

皆様には関西支部立ち上げに

ご尽力いただいたこと感謝申し

上げます。そして１５周年にお

招きいただき、皆さんとの再会を

喜んでいます。 

 

乾  杯！ 

 



③ 「丹波篠山社中」による石見神楽上演 

演   目 『大   蛇』（お ろ ち）      

 

 

 

④ 抽選会 

                              

代表 寺戸英二さんご挨拶 

激しい舞、迫力ある囃子を特徴とする石見神楽を上演する団

体『篠山神楽社中』を率いる。依頼を受けて神社の祭礼や地

域のイベント敬老会、学校などで月に２回ほどのペースで上演

している。上演場所も丹波篠山市のほかに宝塚市、大阪市、

福知山市など広範囲に及ぶ。『こんなに依頼があるとは予想外

でした。一人でも多くの人に石見神楽の面白さを知ってほしい』 

 

当たった！ 当たった！ 



⑤ 校歌斉唱 

          益田産業高等学校 校歌 

 

                            益田工業高等学校 校歌  

 

         益田翔陽高等学校 校歌 



７． 閉会の挨拶 

島根県立益田翔陽高等学校同窓会関西支部 

池 野 幸 雄 氏 

       

 

 

 

出席者全員での記念写真 またここでお会いしましょう！ 

 

締めの時間となりました。台風の影響で

出席者が少なかったのではないかと残

念に思いましたが、そんな中でもいい会

が開催できたと思います。校長、本部か

らも遠路はるばる来ていただき感謝申し

上げます。尼崎での開催は初めてでし

たが、以前に比べ、環境も整い、とても

いい印象を持ちました。今後もここでの

開催ができたらと思います。本日はあり

がとうございました。 

 

一本締め！ 


